










コンソーシアムでは、米国の大学生調査NSSE（National Survey of Student Engagement）や


























































































































































































































１か月あたりの平均日数 13日 22日 1日
１日あたりの平均労働時間 5時間 12時間 1時間
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図８ データは、日本は「全国大学生調査」（東京大学
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要約
　大学進学率の上昇にともない、多様な学生を受け入れている今、学生の学修行動や学習時間、
能力に関する自己評価や満足度などの学習プロセスの間接評価を行い、成績などの直接評価と
リンクさせた分析を行うことにより教育の内部保証のエビデンスに利用したり、大学の教育力
アップに活用したりしていく動きが広まっている。本研究では、しっかりと学生の学修行動を
把握したうえで、その根本原因を見極めていく必要があると考え、K学科の２年生・３年生を
対象に予備的な調査を行った。これをもとに考察した結果、学修行動全般に関し、全国的な調
査結果との差異はほとんどなく、依然、大学生は勉強していない。アルバイトと学修との関係
などから見えてきた実態をみると、単に、キャップ制を強化して、大学設置基準21条に沿った
改善をしても、効果が小さい。むしろ、各授業において、学生の自主的な学習を促す、きめ細
かい授業改善が必要であると考えられる。
